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① 最近の円高・不況による製造業の対応‘1  
⑦主要こ4業種の経済構造の比戟  
③京都市という地域経済との関連性   












































ルである。”   
つまり、．教育があり、高度な専門職能を持？  
た人々をどれだけ擁しているかによって、国力  








ソフトの開発に乗り出さねばならない。．   
この主張はふたつの意味で注目できる。   
－①、′）「ド（コンビ皐十夕本体）．．仁大きな改  
革点を見いだせない今、、各社共通のソフト   
開発を行うことこそ需要拡大甲第ナ歩であ  
▼ る。   
ゝ② ソフトの存在撞ハードの存在と相互に関  













































重要である、と考える。   
























．Ⅰ7日本の中の京都   
















づいて扱うこととならた理由について述べる事   
て京都産業全体からみた製造業の位置について  






上・下巻、ダイヤモンド社、1975年参照。   





考にしながら論じていく。   
Ⅲ章も4節編成となる。1節から3節までは、  
冒頭で述べた3つの切り口からみた各業種め比  
較。そして、第四節はこの報告書のまとめとし   









































































かを見ていきたい。   
①第一次石油ショックから第二次石油ショッ  


































































出依存体質の改善などの 「リストラ」によっ  



















5   
［2］リストラと産業構造改革ん製造業を中心  


















































資が急激に伸びた。   
このように、この時期の好況の最大の特徴は、  
資産価格の上昇があらゆる面で実物経済の成長  
の原動力になっていたことにあるだろう。   
















































































投資を惜しまなかった企業努力も見逃せない。   
②平成不況とリストラ  































買う権利のついた社債。これらをエクイ   
テイ・ファイナンスというムこれらは、  
元金と利子が保証されかつキヤピタルゲ  
■ インが期待でき有利なため、普通社債よ  
り低い利子でも投資家が購入した。企業  
にとっても低利子な上棟式転換されれば   
償還が不必要セあることは魅力セ、これ  
らを大量に発行したム しかし株価低落後  
は投資家が株式転換をしなくなり、企業  
は大量め償還を控えて苦しむこととなっ  






































そこで、京都め産業の姿につしゝてこ 2節以降で  
述べていきたいJ：  




物を参照きれ尭い。   
2）東上高利益率どは、‘売上高総額七対する・  
利益ゐ割合で、′感官ゐ効率性をみるゎに  




際化したことを受けた捨置である。   
4）転換社鹿とは、’÷走期間轟過後、株式に  
転換できる社債。ワラシト債は、東棟を   
8  
1980年  ！9持3年  1986咋  1g90年   
軍1次産虫  0．4％  q．3由  q．3％  n．2，る  
（3．5t）  （3．0！【）  （乙Tl）  ．（2．】町   
第2次産業L  
（3T．鱒）  、（3（；．7笈）  （35．31）  （汎Ii）  
製造窯′   
（28．3）  （28．3）  （26，9）  （27，l）   
第3次虚葵  
（6】．81）  し63．7！り  （防．8‡）  （G5．餅）  
和売慨や  
（17．8）  り6．7）  （】6．1）  （16．0）  
†－と‘又薬   
（12，1）  （13．4）  （14．9）  イ16．5）   
市内総生産粥  3．291．7【）8  3．557．495  4．085，996  5．29臥595   
控生在勤】削加串  ／】l．6％  ／‖．8，‘  ／■29．T％  
（ノ17．0）  （′17．6）  （／32．2）  
注：カγコ【加よ全国の姐  
（駁料）経済企画庁「県民経済計耳年報   
である。これ以後はこれらの表を用いて3分野  
について順に見て行くことにしよう。   








































Ⅰ－2－2表 大都市間比較（D産業別市内  
総生産構成比 
（1－佗：憶l暮l）  
（且l‡）往前金輌好一ll上Ⅶ苗】一見呼搾」   
Ⅰ－2－3表 大都市間比較②事務所数別  
産業構成  
（i持）総和庁招†局∩印溝鼠机利用度  
Ⅰ－2－4表 大都市由比較③従業者数別  
産業構成  
す ■  才L 柁  ●ヰ  川 嶋  ll▲  名古拭  大 願  神 戸  広月  量九州  好 打   
■†●  18．11  】＆α2  1乙55  ZT．51  2臥封  】乙58  】1．【H  】6．才○  ！0．3T    1l．76   
何小充  ‘．12  丁．鮎  ⊥11  隼1S  T．1†  T．謂  T．∽  ＆帥  T．勒  5．2丁  7．氾   
ト魯■  7．81  11Jl    王臥13  】0．0†  ⊥†I  9．Tl  ⊥七i  ＆槌  7．貼  9．【拓  



























































なっており、京都の製遺業比率は大都市にあっ   
10  













が都市部から流出する傾向にあるが、それは東   






















































とする。   
2）卸売・小売業のデータには飲食業も含ま  
れる（図表とも）。   
3）Ⅰ－2－1表については民営＋公営。そ  
の他は民営のみの数値。  
京 王 ≡ 望 ヨ … 害 ≡ 冨 ≡ ≡ ≡ ≡  
Ⅰ－3－2図 従業者数構成比の変化  
，（単位：％）  
表 芸 諒 望 監 … … ≡ ≡ ≡三 軍 云  






































［2】京都の製造業の構造変化   
江戸期より、京都が製造業の町だったことは  
さきほど書いた。織物では生産地というだけで  






















出荷額の推移  一 ′（単位＝円）  
ー…  ml・1U】 ；  
｛▼ 膿■打叫 i  
－・・・－t鼠機ItHA  
‾づ■一帖爪猛嘱A 
Ⅰ－3－4図 製造業上位4業種の事業所数の  
推移   
／ ／‘′＼＼  
（単位：ケ所）   
／            ノー  
Ⅰ一3－5図 製造業上位4業種の従業者数の  低成長の時代にはいり、上位4業種の中に顔  
を出してこくる甲が出版・印刷業である。出版・  




















（1）電気機械 戦後急速に成長し、京都にお  
いては特色のある企業も多い。リストラ不  
∴況への取力組みも活発と思われる。  








（4）印刷 順調に規模を拡大している。大学、   
宗教関係など、東京とは違った顧客を持づ。  


































13   
Ⅱ 京都を担う4大業種   
明治末期から第二次世界大戦まで、重電機・  
昔電池ともに産業の発展や軍需によって、順調  















［2】京都市の電気機械   


























してきたのか、現在どのような状況にある か、  
そして今後どうなるのかについて各節で取り扱  
う。  
1節 主役に踊り出た電気機械  
【1］京都市の電気機械の沿革   






























































策が外部からなされるということであるム この  
時徴も京都の重電機にあてはまることが聞き取  




15   
Ⅱ⊥1一1表京都市の電気機械  
（単位：人、万円）  
産業小（細）分類  事業所数  従業者数  製造品出荷額   
重電機   云．527  12．808．145   
…うち開閉制御装毘   4．179  9．918．767   
民生用電機   9   277   475．373   
電球・電気照明器臭   9  548  1．636．848   
通信・剛姻臓器  6   351   737．072   
電子計算機   5   141   233．568   
電子応用装置  38  1．230   2．654．723   
電気計租q器   17   224   313．201   
由子・通信機器部品   39 4．〉295  20．410．314   
…うち半導体克子   3．534  19．366．229   
その他の電気践械   2．630  9，940．858   
・・・うち蓄電池   田  Z．388  8，925．555   
合計   253  15．223  49，210，102  
（資料）「京都市の工業J   




































































































































c蓄電池 蓄電池はかうては重電棟と同じく産  
業向けの用途がほとんどで－あらたが、．高度経済  
成長以降、自動車の発展と共に盾動車部品とし  

























































17   
2）以降の本文中の京都に関する統計数値は  





























る。   





































統計表・産業編」1993年による。   
18  
召：）従薫筍致・甘粕酎こついてlま泌広敷字を瀬いて甲山   
Ill拉：従茹者放／人 山荷弧／甘方円 （）内牧仏は構成比  
































Ⅱ－，2－2泰 西陣・品種別出荷数量および  


















＝］西陣織物業け   






















掛；葦らている。  荘）各年の教員は19丁6年を100とした数慮（％） 
199Z年来競の金醸の単位は千円  （資料）西■生産鷹況・平成一年  


















バブル崩壊後は深刻な状況に陥っている。   
一方、室内装飾織物部門は、1975年以降も順  
調な伸びを示して｝、、る（皿十2TL2．表参照）。  




















いる声と虐示してしiる；上のらと■iよとれらの廟   













の革命といわれて．いるダイレク トジャガ十ド  
の導入が進み、力織機全体の5割近くに導入さ  











注）埠位：台  （資料）第13次西陣企業調査  
Ⅱ丁2－4表 従業者数の推移  




化など積極的な戦略が重要とな、つてくるだろう。   
［2ト小幅友禅加工業2）  
















































































れていると考えられる。   


















を具体的に見て行くことでこれに代える3）。   








となっている（1992年度）．ム また、海外につい  
ては、イタリア、オーストラリア、台湾に進出  









1985年頃には400億円ほどあったの．に現在では   
は中小零細企業による複雑な生産・流通形態の  
上に成り立っている。 




































職人不足が深刻である。   
原材料二っまり自生地はこれまで丹後を中心  
とした国内に依春していたが、ここ数年の円高  















外進出は考えていない。   





















産概別による。   
2）以下の数卓は、京都染色協同組合連合会  











［1］沿革・歴史   



























のち、約30T－50軒の間で幕末まで推移する。   



























Ⅱ－3丁－1国 清酒課税移出量の推移‥  
から「樽回船」と呼ばれる船で大量の酒が運ば  

















濾にもなってし、た。   





























1970 1975 1980 1985 1990  








がない」、という感じが見受けちれる。、   













∃二   
Ⅱ÷3T3図、種頬出荷量の推移′   
Ⅱ－3⊥2回 漕造業者数の推移  
1970  1g75 1980・1985一、1≦）90  









の分工場が閉鎖されたためであるといわれる。1   
















．■hヽ け継いできた暖簾を守るために、元々採算性が  
?????ッ???
t飢ち、l訂「7 1≦汀9 1∈¢11謀∋3 19⊇5 1甜7 1泌〉1鋏）1  
















カーでこの呼称に追随するところも多い。   

























でもある。   










振るわない状況であるという。   



















あろう。   




























































































































































































多角展開で業績を飛躍的に伸ぼしている大規模   
















































29   
京血拇印少」禿  抑椚  高根匁道梵   控  け  】利男所当たり従袋せ敷（人〉  11，3  l10．1  8．5   
け昭冊相川肌（百万M）  227．4  1ノ19．2  173．2   
津鳳机人当たり山珊挿那】）  20．0  1－l，7  20．5   






















l   
広也・宜広川印財J物  29．6  35．S  31．4  l30．0  46．7   
む鰯・刊行物  9．6  Zl．7  27．5  14．0   12，8   
日出ほ川佃悌   28．0  9，2  36．6   45．5  32．6   
その他   S．3  18．5  3．5  9．7  7．3   














































いう中小印刷業者が多い。   
30  










ろう。   
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動向 次に、Ⅲ一ノ1－4表をもとに、1980年か  
ら1990年までの10年間の各業種の事業所数、従  
Ⅲ－1－4表 京都工業の変化（1900～1990年）  










は最も成長著Lし、業種である。   
また金属製遺業は10年間で事業所数、従業者  



























を比較した増減率を見ていこう。   
Ⅲ－1－6表によると、まず事業所数で肇ま上  
京区、中京区、北区が多い。また下京区、南区  











































Ⅲ－1－5表 行政区別に見た京都工業  従業者数は増減は、右京区・伏見区がそれぞ  
れ1．7％、2．7％の増加のほかは全て減少してい  
る。とくに左京区は－10．9％と大幅に減少して  























Ⅲ－1－7表 行政区別業種構成比  
区  《科・飲料等   純・衣服   出版・印網   凛械虔鷹   その他  
方【さ市  5   
7  ：  
班  
．≡芸  0  6   1.0 
Z5   ）   
宇亭よ芸  5  9   9  山科区  0   下京区  g  潔区  8  6  
－・‘・  T   4  
2  0  



























市北部と比べると堅調だといえる。   
34  
魚‡4・欽Il  l銭推・衣J瓜  出版・印新  也絨・金属  その他   
闊堰市   17．1   15．0   1乱6  朋＝  1孔2   北区   乞6   69．0   仇5  1＆9  さ．9   上辞区   巳9   73．8   良3  鼠9  11   
去：荷区   凡5   3乙2   16．9  1D．5  20．D   中群区   1．7   a5   乱ウ  1乙2  丘．7   ☆山区   5．4   4．5   7．3  2」．2  61．6   山‖区   】11   6．4   11．9  4丘6  2l．0   下府区   7．6   15．0   21．4  15．9  40．】   鞘区   5．0   ゝ口   乱g  朋．3  30．9   右頂区   Ⅰ，9   9．6   】1．g  印．T  乱ロ   暫草区   ；汀．1   払，6   4．1  ZI．2  17，8   伏見区   5乱3  瓦0   1．8  2l．0  12．9   
注 その仙l土盛塑注分汀のその仙狙迫薫でなく、上記1致雌以外の菜他の合己F  











































年、305貢。   
3）前出「京都市の経済J1992年版、39頁、  
及び89年版、99頁参照ム京都市総務部  
r京都市の工業J。   
4）前出「京都市の経済」1992年版、37貫。  
2節 円高、不況、リストラ  













































































るトッパン・ムーアがあるぐらいである。   
全体的に海外との接触の薄い印刷業には、円  
高の影響は直接的にはないようである。   
このようにみてくると、各業種によって様々  
に異なった影響の現れ方をしていることがわか  








































［2］不況の影響   
現在の出口の見えない不況は、やはり京都の  










































37   
ない。ではT体どのように現れているのだろう  
















出も着物離れの一因となっている。   






















がひびいている。   




















21頁。   
2）京都府中小企業総合センター r円高対策  
推進調査の結果について」より。   
3）前出r京都市の経済j、28頁。   
4）前出「円高対策推進調査の結果について」  
より。  
3節 製造業と地域の結びつきをみる  
［1］製造業は衰退していくのか   
これまでに、京都の製造業の構造的特色と、  
昨今の円高、不況の中において、京都の製造業  









方で、現在京都の産業構造は依然として、製造   
分業を取り入れて†、る西陣産地の一般的な生産  









る。   




作られているが、その概要は次のとおりである。   
① 高付加価値化推進事業  




（む その他の環境適応事業  
業務改善事業  
・ネットワーク化事業   
．業界環境改善事業   
さらに、各種の金融助成措置がとられている。  
計画期間は1993年10月から1999年3月までとなっ  
ている。′   
構造改善計画は目前の不況対策というよりも、  
もっと長期的な、時代の流れに適合していこう  









なことはない。   
不況への対応策として、①新規取引先の開拓  



































Ⅲ了阜予1表 年度別従業者数の推移  









Ⅲ丁，3－2表 最も従業者数の増加した業種と  
実数  





















①雇用 Ⅲ－3－1，表を見てみると、京都に  












に注目しながら述べ七ゆくこととするこ   
まず、電気機械だが、これは九州を筆頭に全  
国各地から調達しでおり、あまり東都経済とは  



























レ†れたうえで∴下請の考察に移る。・L   
































だろう。   





面 有利であるといえる。こうした理由から、  
先め4業種について、販売先についても魂査し  









なものとなっており■、販売力は全画的たあると   
1989年から91年にかけての順調な投資により、  
設備が充足したということも考えられるのでは  



















ノ Ⅲ十3－3表．設備投資真の推移  
（上：大企業、下：中小企業）  
















ブランド的性格が強いと｝、えるだろう。   






























でみ た。昔からここで仕事しているし、馴染  
みり取引先も多い。特別、他の土地へ移るよう  
な理由もないので、√’ここにいるのだ。こういっ  
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そうそう簡単には、このネットワークが京都と  









4節 これまでを振り返って  
























と（自給自足）・が基本なのだ。   
［2］価値の交換 一一   



























































































































はあるが。   
今、仮に平和な世の中になり世界連邦のよう  
なものができたとしてみよう。理論経済学的に  




















① 「製造業が重要である」というのは、雇  
用の面から考えれば、なんにせよ日本中で  
あれだけの人々が働いているわけだから   
（データについてはこれまでの革を見てく  
ださい）正しいことは言うまでもない。た  
だ、「重要」，と：「必賓」では少し意味合い   
が違うのではとも感じろ。製造業のかわり  
にサービス業だけで支えられる＼という考  
ニ ーえに根拠がないのは、述べたと串りである。   









う。つまり、視聴者のニーズは言うならば   
全国民の声である。京都埠京都人のもので  
はない。日本人のものなのだ。′  










































VTRの生産ノウハウを持たぬようになり、VT   
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く怪しげである。  




























た人たちは、職を求めて別の地域へ行けば   
いいのだろうか？いや、そんな単純なもの   
ではない。  
（∋ 「（製造業にとって）京都は重要なのだ」   
（ただし一部である）  
日本め文化の一翼を担う「着物」にとっ   
て」いわゆる「京都ブランド」の威力 凄   
いものがあり、その効果ははかり知れない。   
京都以外の地域で下請に作らせたものであ   
ろうと、本社が京都にあれば、京都製の本   
物（？）と銘打って売れるのだ。また、近   
ごろ減りつつあるが、やはり修学旅行生や   
観光客相手の生八ツ橋などは、十二分にそ   
わ恩恵を受けているといえる。   
「酒」は微妙なところだ。本当に伏見の水   
を必要として、うまい酒を造ろうとしてい   
るところもあれば、「伏見ブランド」に乗っ   
かって努力するふりをしているところもあ   
る。たとえば中小の蔵に作らせた酒をその   
まま買い、自社銘柄を付けて売る大手のと   
ころや、名義だけで生産はしていない に、   
なぜか作ったことになっている小さな蔵が   
あ（るという。  
私の体験だが、ある大手の会社でアルバ   
イトをしたことがある。そこでは、10人く   
らいで9時から5時迄延々と同じことを繰   
り返した上その日だけで約6，000本の新品   
の酒の封を開け、大きな鉄の風呂桶のよう   
なものの中に中身を入れ、そこからバキュー   
ムカーへ吸いとるのである。何日も続くと  
し－う、この仕事の意味はなんなのか。まった  
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れ、次のような定義づけがされる1．）。   
① 新しい生産方法   
② 新しい商品   
③ 新しい組織形態  
（む 新しい供給源  
（参 新しい取引ルート販売市場   
この定義からわかることは「「イノベ」ショ  












る。   
将来、通信革命・金融革命がさらに進展する  
ものと思われる。また、それらにより企業はよ   
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著しく向上するだろう二aさ♭ しかし、地域雇用か  
らは分離された存在となる。ここに失業の問題  
が生じる。   
社会学者、アルピン・トフラ「は次のような  
















































のである。   
いかなる方向をとるにせよ、技術力とヒュー  

















であり、「リエンジニアリング」なのである。   
このことから、「脱工業社会」については次  











［2］「脱工業社会」における京都経済   
将来の京都市経済は先の「脱工業社会」につ  
いての意見に照らし合わせると次の2項目に集  
約される。   
① 京都と製造業との関係をいかなる方向で  
選択するか。   
⑦ 京都がいかにしてヒューマン・キャピタ  












な状況を考えると京都の経済は将来どのよ に  
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執筆分担＆編集後記  
ラスになるでしょう。  
奥村智子（3回生 Ⅱ⊥3） あはははは。た  
とえば大文字に雪が降り積もったとしても、   
きっとこういう具合にはいくまい。けっして、   
カステラは強力粉で作るもんじゃあないって   
ことだと、コップに書いてある。  
佐々木勝敏（2回生 Ⅱ一4） 今回の調査を   
始めるまで、印刷業に関してほとんど何も知   
りませんでした。文章の内容についていろい   
ろご不満もあるでしょうが、何分、学生のし   
でかした事ですので、どうかご勘弁ください。  
山際宏之（2回生 Ⅲ－1）電卓片手に何回  
．も計算をやり直した。電卓は一回入力を聞違   
えるともう一回始めからやり直しなので、と   
ても疲れた。さらに論文提出日が語学の試顔   
日と重なった。語学を落とした。でも論文が   
出来たからいいか。  
小計値－（2回生 Ⅲ－2） 当初ば自分の分   
担量をこなせるかどうか心配だったが、どう   
にか書き上げることができてホッとしそいる。   
結構長い文章を書く感覚が多少は身に付いた   
ような気がする。  
野下俊晴（3回生Ⅲ－3）現実の社会現象   
は、理論によって説明しきれるものではない。   
日々変動する社会はまさに生き物であって、   
その全容を解明しようとすれば、恐らくそめ   
道のりは、長い、長い、長一いものになるに   
ちがいない。ゴールは遠い！  
中谷仁史（3回生 Ⅲ－4） 市民一人一人が   
危機意識をもたねば、京都の未来は暗い。し   
かしそのツケが学生にまわり、高飛車な不動   
産屋や安いアルバイト料の水準になるのは許   
せない。いま学生を「育てて」おけぼ将来の   
利益をうむだろうに。   
栗木勇三（2回生 はじめに、ぁわりに）  
「平安京遷都1200年」。その中で学生として   
京都に住む喜びを感じる日々。と同時に京都   
について考える日々。その機会を与えてくれ   
た皆さんに感謝したい。それにしても京都の   
大学は何処へ行くのだろう．．．。  
吉田昌希（3匡l生Ⅰ一1） 伏見の清酒業の   
ヒヤリング調査に行ったのも何かの簡、ビー   
ル党だった私も日本酒にかなり詳しくなった。   
これからは日本酒もどんどん飲もうと思う。   
ヒヤリングの時お土産にいただいたお酒はと   
てもおいしかった。（S酒造さん、T酒造さん、   
N酒造さん、どうもありがとうございました）  
浅田利嗣（3回生Ⅰ－2） 今年のゼミは辛   
かった。調査が思うように進まず胃の痛い日   
の連続であった。だがそれも今日まで。あす   
からは気楽な日々だ。でもちょっと待て、後   
ろから「書き直せ－」との声がするような？？  
水島和裁（2回生1－3） この原稿を書く   
ために、パソコンを買ってしまった（IBM互   
換横）。しかし、もう2ケ月が経とうとして   
いるのに、DOSのコマンドがほとんどわか   
らない。Windowsがあって本当によかった   
と思う今日この頃である。  
岡本 晋（3回生 Ⅱ－1）「今年こそゼミ   
をひっぱったる！」ヤル気はあるけん、頭が   
ついて来ん。「こちら京都大学の…」調査企   
業への電話でカチンコチン。「みんな原稿早   
よ出しや」…遅れてごめんなさい。  
矢野雅也（3回生 Ⅱ一2） 不況、円高、貿   
易摩擦、日本型経営の崩壊・・・、最近は暗い話   
ばかりで、来年に就職を控えた僕としては不   
安でしょうがない。このような時に、低迷す   
る繊維業界を調査できたことは将来きっとプ  
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い・、   

